








































〔I〕はじめに

　我国において先天性四肢障害に関し医学的・社会的関心が高まったのはサリ

ドマイド禍を契機としている。先天性四肢障害の原因としては遺伝性のもの,

染色体異常に基くものや環境要因である薬物などの化学物質,X 線・ウイルス

などの催奇性によるものなど報告されている。

　我国でのこの分野の臨床的研究は少なく,その成因・実態・診断基準や鑑別

診断などの確立が急務となっている。

　そこで,我々は近年サリドマイド補償に伴う認定作業の中で,本邦の多数のサ

リドマイド児や非サリドマイド児を観察・研究する機会をえたので,その概要

を記すとともに,種種先天性四肢障害の臨床的,レ線学的,生化学的検索に加え

計量診断の試みなども各研究者により実施されたので,本研究費による成果と

して報告する。


